平成２７年度　第７回人事委員会会議結果
	１　開催日時


　　　平成２７年７月８日（水）午前１０時～午前１０時４５分

	２　開催場所


　　　人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階）
	３　出席者


【人事委員】　　　委 員 長    曽　我　紀　厚

　　　　　　　　　委　　員　　中　原　　　都

　　　　　　　　　委　　員　　上　田　博　久

【事務局職員】　　事務局長　　三王寺　由　道　　次長兼任用課長　　谷　口　正　博

　　　　　　　　　給与課長　　吉　野　一　朗　　係　    　  長　　富　山　哲　明　　

　　　　　　　　　係　　長　　向　井　京　子　　係　　　　　長　　河　村　　　淳　　

【傍聴者】　　　　なし
	４　議　題


議案第１号　平成２７年度鳥取県職員採用試験（大学卒業程度）の第１次試験合格者の決定について

議案第２号　平成２７年度鳥取県職員採用試験（民間企業等経験者対象）の第１次試験合格者の決定について

議案第３号　選考により採用することができる職に係る承認について　

議案第４号　人事委員会規則の一部改正について（管理職手当に関する規則関係）

	５　議事の公開・非公開


議事について公開又は非公開のどちらとするかについて審議を行い、議案第１号及び第２号は非公開、議案第３号及び第４号は公開とすることについて全員の合意を得た。
	６　議　事


１　議案第１号及び第２号
　平成２７年度鳥取県職員採用試験（大学卒業程度）の第１次試験合格者の決定及び平成２７年度鳥取県職員採用試験（民間企業等経験者対象）の第１次試験合格者の決定について、事務局が一括して説明し、原案のとおり決定した。

２　議案第３号

　　選考により採用することができる職に係る承認について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。
【説　明】

　　職員の任用に関する規則第19条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県知事及び鳥取県教育委員会から以下のとおり申請があり、申請のとおり承認しようとするもの。

	任命権者
	申請書
	職　種
	採用予定者数

	鳥取県知事
	平成27年７月６日付

第201500057807号 
	物質工学技術の職 ほか
	２名

	鳥取県教育委員会
	平成27年６月29日付

第201500044746号
	船舶乗組員
	１名


＜知事部局分＞
（１）申請のあった職及び採用予定者数
物質工学技術の職（研究員）　１名

講師（看護職員）　　　　　　１名

（２）採用予定日

平成28年４月１日
ただし、欠員等の状況によっては、それ以前に採用する場合もあり得る。

（３）申請理由

　　欠員が生じている又は欠員が生じる見込みであることから、採用者を確保する必要がある。

（４）選定方法

　　知事部局において採用試験を実施。

①試験内容

	物質工学技術の職（研究員）
	・経歴評定：提出された経歴調書に基づき職務の遂行に必要な専門知識について評定

・論文試験：公務員として必要な識見、思考力、表現力などの能力についての筆記試験

・適性検査：職務遂行に関する適性についての検査

・面接試験：人物・知識についての個別面接

	講師（看護職員）
	・教養試験：公務員として必要な一般的知識及び知能（社会、人文及び自然に関する一般知識、文章理解、判断推理、数的推理及び資料解釈）についての筆記試験（多肢選択式）

・専門試験：専門的知識についての筆記試験

・適性検査：職務遂行に関する適性についての検査

・作文試験：公務員として必要な識見、思考力、表現力などの能力についての筆記試験

・面接試験：個別面接による人物についての口述試験


②受験資格

　ア　年齢要件

　　　昭和31年４月２日以降に生まれた人

　イ　資格・免許等

	物質工学技術の職（研究員）
	物質工学技術に関する分野の大学院前期課程を修了した人で、平成18年４月１日から平成28年３月31日までの間に、民間企業等（公的機関を含む。）において、ホウ素排水処理技術、廃棄物再資源化技術又は廃棄物分野の環境工学の研究・開発（これらに準ずる業務を含む。）に従事した職務経験を通算して５年以上有している人又は当該期間における職務経験が５年以上となる見込みの人

	講師（看護職員）
	保健師助産師看護師法第７条に規定する看護師免許を有する人で、次のいずれかに該当する人（平成28年３月31日までに該当する見込みの人を含む。）

・保健師、助産師又は看護師として５年以上業務に従事した人で、専任教員として必要な研修を修了した人、又は、看護師の教育に関しこれと同等以上の学識経験（知識、経験等）を有すると認められる人

・保健師、助産師又は看護師として基礎看護、成人看護、老年看護、小児看護、母性看護、精神看護又は在宅看護に係る業務のいずれかの業務に３年以上従事した人で、学校教育法における大学において教育に関する科目を履修して卒業した人又は大学院において教育に関する科目を履修した人（教育に関する科目の履修は４単位以上必要）


（５）人事委員会の判断
　　上記の職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要するもの」として整理されている職であり、また選定方法も適当であると判断する。

＜教育委員会分＞
（１）申請のあった職及び採用予定者数
船舶乗組員（甲板部）（任期付職員）　１名

（２）採用予定日

平成28年４月１日
（３）申請理由

船長の定年退職による欠員を補充する必要がある。
また、鳥取県立境港総合技術高等学校に配置している海洋練習船「若鳥丸」を運行するために法令上必要とされる有資格者、あるいは、船舶乗組員としての業務に必要な経験や知識を有する者を充てる必要がある。

（４）選定方法

　　教育委員会において採用試験を実施。

①試験内容

　ア　教養試験　：公務員として必要な一般的知識及び知能（社会科学・人文科学・自然科学に関する知識、文章理解・判断推理・数的推理・資料解釈等の能力）についての筆記試験（多肢選択式）

　イ　小論文試験：公務員として必要な識見、思考力、表現力などについての筆記試験

　ウ　面接試験　：個別面接による人物・知識についての口述試験

　エ　適性検査　：性格検査

②受験資格

ア　年齢要件：なし

イ　資格免許：次の要件を満たす者（平成28年３月31日までに取得する見込みの者を含む。）
           　 船舶職員及び小型船舶操縦者法第５条に規定する四級以上の海技士（航海）に係る免許を有すること。

※上記の四級海技士免許に関しては、次の者についても受験資格を有するものとみなす。（注）

　・海技士国家試験の筆記試験のみの合格者

　・登録船舶職員養成施設の課程を修了し、海技士国家試験の筆記試験を免除された者、又は免除予定の者

（注）四級以上の海技士（航海）免許を有さない者にも受験資格を与える理由

人材確保の観点から、仮に、免許を有する者が採用できなかった場合でも、船舶を運航するための最低限の知識を有する者を採用できるようにするため。

なお、最低限の知識を有する条件として、海技士国家資格取得の要件（筆記試験、乗船履歴、口述試験）のうち、筆記試験の合格者又は免除者（予定者を含む。）という条件を付するものである。

（５）人事委員会の判断
　　上記の職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要するもの」として整理されている職であり、また選定方法も適当であると判断する。

【質　疑】

委　員

　　年齢要件はあるのか。
事務局

　　採用になるときに５９歳以下。
委　員

そのような人はいるのかな。

委　員

　物質工学技術の資格の方はたくさんいるのか。

事務局
　あまりいないと思う。

事務局

　無害化する技術だが、テーマが決まっていてそれができる人というピンポイントの人だと思う。

委　員

　ある程度目星は付いているのか。

事務局
　今の任期付職員が５年やっているのでその方は資格があるので、少なくとも一人はいると思う。

委　員
　他の方も手をあげれば受けられると言うことだな。船員の方も応募があるのだろうか。

事務局
　応募は少ないと思われる。
委　員

　講師も応募があるのかどうか。

事務局
　病院も欠員を抱えており、病院からのまわしができないのだと思う。それで、新たに採用してほしいということだと思う。

委　員
　採用できるとは限らない。

事務局
　そのとおり。なお、普通は、一般の保健師さん等は研修に行かないと教える資格が取れない。

事務局
　「同等以上の」という資格もあり、過去には、病院の看護師長で指導に当たった人、大学で准教授や講師だった人も採用した例はあるそうだ。

３　議案第４号

　　人事委員会規則（管理職手当に関する規則関係）の一部改正について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

【説　明】

　　以下のとおり人事委員会規則の一部を改正しようとするもの。
（１）規則の名称
　　　管理職手当に関する規則（昭和33年鳥取県人事委員会規則第22号）
（２）概要
　　  管理職手当に関する規則の「別表第２」中、「行政職給料表８級」の区分欄に「１種」の区分を追加するもの。
（３）施行期日
　　　公布日とする。（適用日は、平成27年７月１日）
	７　次回人事委員会の開催


　　平成２７年８月２１日（金）午後３時から開催することとした。

- 2 -

